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白藍塾の入試小論文分析は、他の予備校と違って、その問題に対して受験生がどのようにアプ

ローチすればよいのかを具体的に説明している。そのため、この分析を参考にすれば、誰でも

合格レベルの答案を書けるはずだ。該当の大学・学部の志望者は、ぜひ、これを読んで、自分

で実際に答案を書いてみてほしい。 

執 筆 ・ 大 原 理 志  

 

● 早稲田・スポーツ科学部  

今年度の課題は、「この世からスポーツがなくなったらどうなるか」を論じることが求められて

いる。 

今回も変則的な問いで、どう考えればよいのかとまどう人が多いかもしれない。だが、逆に「ス

ポーツがあることで、この世はどうなっているか」「スポーツがこの世に何をもたらしているか」

を考えると、出題の意図をつかみやすい。つまり、社会におけるスポーツの存在意義、スポーツの

社会的意義や役割、といったものを考えさせようとしているわけだ。 

答えはいろいろと考えられる。健康増進、体力の向上といった身体的な側面だけでなく、コミュ

ニケーションや世代を超えた交流の場としての役割もあるだろうし、連帯感や責任感を養うための

教育的な場としても機能しているかもしれない。ストレスの発散や精神的な充足をもたらすといっ

た精神的な側面も重要だろう。 

いずれにせよ、そうしたスポーツの社会的意義を自分なりにしっかりと考え、論じることができ

ていれば、十分説得力のある答案になる。 

ちなみに、当然のことだが、間違っても「この世からスポーツがなくなるほうが好ましい」とい

う方向で書くべきではない。プロの書き手なら逆説としてそういう書き方でも説得力を持たせられ

るかもしれないが、受験生にはまず無理なので、思いつきでやってはいけない。 

書き方としては、４部構成を応用して、最初に「スポーツがなくなるとこうなる」と書き、第２

部以降でそれを検証していく形にする。第３部で、自分の考えるスポーツの意義（スポーツがある

ことで何がよいのか）についてくわしく説明するとよいはずだ。 
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